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１. はじめに 

筆者らは，超高強度繊維補強コンクリートを用いた道路橋床版（UFC 床版）を実用化している 1)．実用化し

た UFC 床版は，橋軸直角方向にはプレテンション方式で，橋軸方向には橋軸方向接合部（以下，接合部）に

間詰材を充填してポストテンション方式でプレストレスを導入する構造である（図－1）．接合部の疲労特性に

ついては輪荷重走行試験を実施しており，段階的に荷重を増加させて載荷荷重が 400kN に達しても破壊には

至らないことを確認している 2)．接合部のせん断特性については，せん断実験により接合部の耐力および耐疲

労性を確認している 3)．本研究では，接合部の性能評価の一環として，はり部材を用いた曲げ実験，およびフ

ァイバーモデルを用いた非線形解析により接合部の曲げ挙動を確認し，耐力評価手法について検討した． 

２. 実験概要 

試験体の概要を図－2 に，試験体を構成する材料

の配合を表－1 に示す．試験体は橋軸方向に PC 鋼

材 SWPR19L を 290mm ピッチで配置する構造を想

定し，PC 鋼材 1 本分を切り出した部分試験体とし

た．UFC 床版部は，UFC の打込み後に１日封緘養生

した後， 85℃で 24 時間の給熱養生を行って製作し

た．接合部は，20~40mm の床版同士の隙間に UFC

と同じマトリクスに鋼繊維を 0.75Vol.%混入した間

詰材（VFC）を充填し，気中養生した．実験時の強

度は，UFC の圧縮強度が 185N/mm2，引張強度が

11.4N/mm2，VFC の圧縮強度が 170N/mm2 であった．

PC 鋼材は降伏強度が 1,659N/mm2，引張強度が

1,869N/mm2 であり，実験時の有効プレストレスが

10.5N/mm2 となるように 435kN の緊張力を導入し

た．  

載荷は，試験体を支間 1.8m で単純支持して 3 等

分点載荷（図－2）とし，荷重を単調増加させた．載

荷開始から終了まで，載荷荷重をロードセルによ

り，試験体中央のたわみを変位計により，接合部の

目開きをパイ型変位計により計測した． 

３. 実験結果 

荷重－中央たわみ関係を図－3 に示す．荷重 57kN

において接合部に設置したパイ型変位計の値が増

加するとほぼ同時に剛性が低下し始め，荷重 70kN

において目視で界面の目開きが確認された．その

後，最大荷重 131kN において間詰部が圧縮破壊して

徐々に荷重が低下した． 

 
図－1 UFC 床版の構造概要 

表－1 試験体を構成する材料の配合 

 

 
図－2 試験体の概要 
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４. ファイバーモデルによる再現解析の概要 

載荷実験の挙動を解析で再現するために，ファイバ

ーモデルを用いた非線形フレーム解析を実施した． 

 解析モデルは，試験体を梁部材とし，VFC を充填し

た接合部の幅は上端幅に合わせて 20mm とした．はり

部材断面は，UFC 部材および間詰部の VFC 共に鉛直

方向に 10 分割としたファイバーモデルとした．フレ

ームモデルと断面のモデル化を図－4 に示す． 

初期状態として，自重とプレストレスの導入を考慮

した．プレストレスは実橋に適用する場合と同様な状

態となるように，ポストテンション方式のシース断面

は控除し，軸方向圧縮応力度が 10.5N/mm2 となるよう

に設定した．  

UFC および VFC とも圧縮側の応力－ひずみ挙動

は，最終強度までほぼ直線関係であるが，汎用ソフト

を用いるため 2 次曲線でモデル化し，材料強度は実強

度を用いた．接合部の VFC は目開きを表現するため

に，CASE-1 では引張強度を持たない物性を設定した．

また，CASE-2 では，UFC と VFC の鉛直打継目での

付着が存在する場合を想定して VFC に引張強度

4N/mm2 を考慮するモデルを用いた．PC 鋼材は材料試

験結果を近似したバイリニアでモデル化した． 

 解析は最初のステップで，実験同様の境界条件で部

材の自重とプレストレスを導入し，次のステップで荷

重を漸増させる制御とした． 

５．解析結果 

 CASE-1，2 の解析結果を実験結果と比較して図－5

に示す．道路橋の床版設計において T 荷重を想定し

た荷重は，今回の試験荷重に置き換えた場合は 30kN

程度であり，PC 鋼材の降伏荷重に対して十分な安全

性が確保できていることが確認できた．また，両解析結果とも同様な結果となり，目開きが生じて剛性が低下

した後も実験結果に対して若干過小評価する傾向であった．  

６．おわりに 

 本研究は，(国研)土木研究所と鹿島建設(株)を含む民間 5 者の「短繊維補強コンクリートを用いた橋梁床

版の耐久性向上技術に関する共同研究」において実施した． 
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図－3 荷重－中央たわみ関係 

 

図－4 フレームモデルと断面のモデル化 

 
図－5 実験値と解析値の比較 
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